
令和6年度民間団体・地方公共団体等奨学金　募集一覧

学
部
生

院
生

専攻
指定

地域
指定

その他条件

1 公益財団法人東電記念財団
月額5万円
（最短修業年限）

○

●2025年度に日本国内の大学の博士後期課程への進学を希望す
る者、または現在博士後期課程1年もしくは2年に在籍する者
●2025年4月1日時点で、28歳未満である者
●学業成績・人物ともに優秀であり、心身ともに健康で、指導
教官等の推薦を受けられる者

日本学生支援機
構等公的な奨学
金との併用可

【応募書類】
財団HPを確認

【提出先】
財団HPから申込

4月上旬 6月下旬

2 佐藤定雄国際奨学財団 月額30,000円(2年間) ○

●下記①②のいずれかに該当する者
　①理工系の学部に通う学生で、品行方正、志操堅固、健康で
学業成績が優秀であること
　②スポーツに励んでいる学生で、品行方正、志操堅固、健康
でスポーツ、学業成績が優秀であること
●学資が豊かでないこと
●出願する年の4月現在において、学部2年生又は3年生の者
※学校推薦枠を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

4月上旬 5月中旬

3 公益財団法人木原財団 年額 48万円（2年間） ○ 理工系

●日本国籍を有する者
●理工系学部に在籍する学部３年生である者
●応募締切日時点で年齢２５才以下である者
●経済的理由により学費の支弁が困難である者
●就学状況及び生活状況について適時報告できる者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接送付

4月上旬 5月下旬

4 在日本朝鮮人教育会

【学部2回生以上】
年額 20万円(1年間)
【学部1回生】
年額 16万円(1年間)

○

●在日朝鮮人学生で奨学制度の目的に賛同する30歳未満の者(留
学生は除く)
※在日朝鮮人学生とは、父母もしくは祖父母のうち一人でも朝
鮮半島にルーツがある者で、国籍は問わない）
●成績が優良で、かつ学費の支弁が困難な者
●在日本朝鮮人教育会の指定行事に積極的に参加する意思のあ
る者

日本学生支援機
構以外の給付型
奨学金との併用
不可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接送付

4月上旬 5月下旬

5
一般財団法人在日韓国奨学
会

①年額12万円
②年額36万円

○

●学部２～４回生
●成績優良でありながら、学資の支弁が困難な者
●韓半島にルーツを持つ学生並びに日韓関係発展に関心を有す
る学生

①は併用可
②は併用不可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接送付

4月上旬 5月中旬

6
公益財団法人
広智奨学会

月額30,000円
（正規の最短修業年
限）

○ 理工系
●理工系学部に在籍する大学2年生～４年生である者
●日本国籍を有する者
●学業・人物ともに優秀であり、健康である者

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

4月上旬 5月下旬

7
公益財団法人
バロック村井博之財団

年額40万円（1年間） ○
●日本国内に居住する日本人学生及び外国人留学生
●財団が企画する行事（贈呈式等）への参加に協力することが
できる者

他の給付型奨学
金と併用不可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

4月中旬 5月中旬

8 公益財団法人　川村育英会

学 部 生：月額30,000
円
大学院生：月額60,000
円

（卒業・修了までの期
間）

○ ○

化学系
生命科学
工学系
機械
電気電子工
学系

2024年度、大学の学部2年次または大学院博士前期課程1年次に在学
し、以下のすべてに該当する者
●化学、応用化学、化学工学などの化学系、生命科学・工学系およ
び、機械、電気電子工学系を専攻する者
●父母及び生計を一にする家族の年間収入（祖父母の年金収入は除
く）が500万円以下の者
●成績証明書記載の学業成績に占める、80点以上の最優等成績の割合
が50％以上
※学校推薦枠を超えて応募があった場合は、学内選考を行います。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

4月中旬 6月上旬

9
一般財団法人　谷育英奨学
金

年額 48万円（2年間） ○ 理工系

●日本国籍を有する者
●理工系学部に在籍する学部３年生である者
●応募締切日時点で年齢２５才以下である者
●経済的理由により学費の支弁が困難である者
●就学状況及び生活状況について適時報告できる者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接送付

4月下旬 5月下旬

10 公益財団法人　中村積善会
月額5万円
（最短修業年限）

○ ○

●優秀な学生で経済的理由によって修学の困難な者
●留学生の場合は私費留学生である者
●学長等の推薦を受けた者
●下記①～④に該当しない者
　①出願時の年度末時点(翌年3月31日)の年齢が40才以上の者
　②勤務先から派遣されて在学する者
　③学業に支障のあるような定職又はアルバイトに従事している者
　④ 秋入学者で最終学年の者
※学校推薦枠を超えて応募があった場合は、学内選考を行います。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

4月下旬 5月中旬

11 公益財団法人重田教育財団 月額 20万円（2年間） ○ ○

●日本国籍を有する者
●海外の大学又は大学院への入学が決定している者
●経済的理由により留学費用の支弁が困難であること
●学業優秀且つ品行方正であること
●就学状況及び生活状況について適時報告できること

※ただし、学位取得を目的とする２年以上の正規留学を対象と
し、語学留学・短期留学等は対象外とする。

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接送付

5月中旬 6月下旬

12
一般社団法人
唐神基金奨学金

奨学金：年間24万円
当社ホテルの無料宿泊
券年間2枚
（１年間）

○

●2024年4月時点で、学部課程の1～4年に正規生として在籍する
者
●学業・人物共に優秀かつ心身共に健康である者
●昨年の世帯総年収が600万円以下である者
●観光業、若しくは旅館・ホテル業に興味があり、自分なりの
提案を持っている者

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

5月中旬 6月下旬

13
公益財団法人
朝日ウッドテック財団

学 部 生：月額40,000
円
大学院生：月額50,000
円
　　　（2年間）

○ ○

生活環境
学部

住環境学
専攻

●志操堅固、学力優秀、かつ特に経済的援助を必要とする者
●下記①②のいずれかに該当する者
　①生活環境学部に所属する学部3年次生
　②住環境学専攻に所属する博士前期課程1年生
※学校推薦枠を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

5月中旬 6月中旬

【給付型奨学金（返還を要しないもの）】

応募書類
提出先

締切
応募書類
提出先

※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否



令和6年度民間団体・地方公共団体等奨学金　募集一覧

学
部
生

院
生

専攻
指定

地域
指定

その他条件

応募書類
提出先

締切
応募書類
提出先

※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

14 JEES日本語教育普及奨学金
月額 5万円
（2年間又は在籍課程修
了まで）

○ ○

●令和6年4月に学士課程、修士課程又は博士課程に正規生とし
て在籍し、日本語指導者を目指す者。
●日本国籍を有する者、日本への永住を許可されている者、及
び私費留学生。なお、私費外国人留学生の場合、在留資格は
「留学」であること。
●協会が令和5年度に実施した日本語教育能力検定試験に合格し
た者。
●採用された場合の受給期間が令和6年4月から1学年相当以上あ
る者。
●本奨学金の受給期間中、協会が実施する他の奨学金を受給せ
ず、他の団体から受ける奨学金等の受給額合計が年額 600,000
円（月額 50,000 円相当）以下である者。
（貸与型奨学金、学費免除、国の高等教育修学支援新制度は除
く）
●令和6年4月に在籍する大学の長の推薦を受けることができる
者
※学校推薦枠を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

給付奨学金との
併用は制限あり

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

5月中旬 6月中旬

15
SONY STEAM GIRLS
EXPERIENCE
奨学金プログラム

授業料相当額として最
大120万円／年
（在籍課程修了までの
期間）

○ 理工系

●応募時点で大学の理工系及びそれに準ずる学部・学科の1年次
もしくは高等専門学校から進学し3年次に在籍する者
●日本に居住している者
●大学に入学以降、奨学金または奨学助成金を受け取ったこと
がない者もしくは今後受け取る予定がない者

併用不可

【応募書類】
奨学金HPを確認
https://www.sony.com/ja/Sony
Info/diversity/steam-ex/

【提出先】
上記WEBより各自で応募

5月中旬 7月中旬

16
パナソニックエナジー株式
会社
MIRAI奨学金

年額 50万円
（最長2年間）

○ ○ 理系

●学部3回生又は大学院博士前期(修士)課程1回生で、今後の電
池事業発展に貢献したいと考えている理系学生
●パナソニックエナジー技術社員コミュニティ活動に参加でき
る者(年2回から4回程度）

併用可

【応募書類】
奨学金HPを確認
https://recruit.jpn.panasoni
c.com/organization/energy/sc
holarship/index.html

【提出先】
奨学金事務局へ直接送付

6月上旬 6月下旬

17
一般財団法人
全国大学生協連奨学財団
大学生協学業継続奨学制度

12万円 ○ ○
●学部生または大学院生であり、扶養者が死亡したため学業継
続が経済的に著しく困難である者
※留学生は大学生協組合員に限ります

併用可

【応募書類】
財団HPを確認

【提出先】
財団へ直接郵送、または法人
webフォームで提出

6月上旬
随時受付
※条件あり

18
JEES住友金属鉱山地域貢献
奨学金

月額 10万円
（在籍課程の修了ま
で）

○

●令和6年4月に正規生として在籍する学部1年生又は2年生
●日本国籍を有する者又は日本への永住を許可されている者
●東京都多摩地区、兵庫県、愛媛県、鹿児島県の持続的発展に
貢献する意欲がある者
●経済的援助を必要とする者
●心身共に健康であり、かつ品行方正で学業成績が優秀な者
●令和6年4月に在籍する大学の長の推薦を受けることができる
者
※学校推薦枠を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

6月中旬 9月上旬

19
一般社団法人大学女性協会
社会福祉奨学生

学部生：10万円
大学院生：20万円
（1回限り）

○ ○

●学部に休学期間を含まずに1年以上在籍,または大学院に在籍
している者
●身体に障害があり、身体障害者手帳の交付を受けている者
●過去に大学女性協会の奨学金を授与されたことがない者
●学業・研究・人物ともに優れた者
※学校推薦枠を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

7月上旬 8月中旬

20 城陽市辻奨学生 50万円（1回限り） ○ ○
京都府城
陽市

本人または保護者が京都府城陽市内に在住し住民基本台帳に登
録されている者で、応募する奨励金の下記要件を満たす者
①勉学奨励金
　大学2年生以上、大学院1年生以上で、学力が特に優秀と認め
られる者
②スポーツ奨励金
　大学（大学院）に在学する、全国規模のスポーツの競技会に
おいて特に優秀な成績を収めた者（令和５年度～令和６年度中
の成績）
③芸術奨励金
　大学（大学院）に在学する、文学、音楽、美術等の芸術の全
国規模のコンクール等において特に優秀な成績を収めた者（令
和５年度～令和６年度中の成績）
※家庭の経済状況は考慮されません。

併用可

【応募書類】
市HPからダウンロード

【提出先】
城陽市へ直接郵送または提出

7月中旬 8月下旬

21
2025年度
経団連グローバル人材育成
スカラーシップ

200万円（留学期間） ○ ○

●将来、グローバルなビジネス領域での活躍を目指すととも
に、日本の経済社会の発展にも貢献する意志もしくはビジョン
を有する者
●日本国籍を有する者、または日本への永住が許可されている
者
●応募時に、学部2,3,4年生または大学院博士前期課程1,2年生
の者
●交換留学、認定校留学、協定校留学、私費留学等で、2025年
度中(2025年4月～2026年3月)に留学を開始し、海外の大学・大
学院に約1年間(8ヶ月以上1年未満)留学する者。ただし、理工系
専攻者については、6ヶ月以上1年未満の期間、海外の大学等の
研究室で研究する者や海外の大学の講義等を受講する者も応募
可
●大学入学後に取得した単位のGPAが2.0以上である者
●海外留学にあたって他の奨学金を受ける予定のない者(併願は
可)

併用不可

【応募書類】
奨学金HPを確認
https://idc.disc.co.jp/keida
nren/scholarship/

【提出先】
上記WEBより各自で応募

7月中旬 9月中旬

22 CWAJ視覚障害学生奨学金 100万円（1回限り） ○ ○

●身体障害等級表による級別1-6級の視覚障害者
●日本国籍あるいは日本国永住権を持つ者で、出願時に日本に
在住する者
●大学奨学金応募者は、2025年3月末までに2学年を終了してい
ること
●大学院奨学金応募者は、2025年3月までに国内の4年制大学を
卒業し、奨学金支給期間中（2025年4月-2026年3月）に国内の大
学院に学位取得のため在学すること。
●CWAJ奨学金受給期間中に他の団体や公的機関から年額60万円
を超える奨学金を受ける者（貸与、障害者年金、学費減免は除
く）、これまでにCWAJから奨学金を受けたことのある者、およ
びCWAJのメンバーは応募できない。

一定金額以上の
給付奨学金との

併用不可

【応募書類】
CWAJのHPからダウンロード

【提出先】
財団HPから出願

7月中旬 11月上旬



令和6年度民間団体・地方公共団体等奨学金　募集一覧

学
部
生

院
生

専攻
指定

地域
指定

その他条件

応募書類
提出先

締切
応募書類
提出先

※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

23
公益財団法人
帝人奨学会（博士課程）

月額：100,000円
正規の博士課程修了月
まで ○

医学
薬学
バイオ学
理学系
工学系
情報学系

医学・薬学・バイオ学系、理学系、工学系、情報学系に在籍し
ている学生で、次の条件に該当する者。
●2025年秋（9月、10月）または2026年4月に国内大学の博士課
程に進学することが決定している、または見込まれている大学
院生（外国人留学生も可）
※選考合格後、博士課程に進学されない場合は給付対象外とな
ります
※現在在学している大学から、他大学院へ進学する場合は原則
として、現在の大学から応募すること。
※経済的困窮度より、成績・研究に対する熱意や取組み内容を
重視した選考。

併用可

【応募書類】
財団HPを確認

【提出先】
財団へメール送付

7月下旬 9月中旬

24
公益財団法人
服部国際奨学財団
2024年秋季服部奨学生

月額10万円
（2年間又は最短標準修
業年限）

○ ○

●2024年10月1日時点で以下に該当する者
・学部生：正規学生で25歳未満の者
・博士前期課程：正規学生で32歳未満の者
・博士後期課程：正規学生で35歳未満の者
●経済的理由により学費の支弁が困難であり、奨学金による支
援を必要とする者
●服部財団が行う公益事業(服部奨学生向けの行事)並びにその
広報活動に積極的に参加する者
●他の給付奨学金の受給額が合計で10万円を超えていない者
※日本学術振興会(JSPS)及び科学技術振興機構(JST)による研究
支援制度の採択者、並びに所属機関及び国立研究開発法人に
よって、月割して月10万円以上の給与を得ている者は、応募で
きません
※貸与奨学金、所属機関による授業料及び入学料減免制度によ
る支援、出張費支援、研究費支援などは奨学金とはみなさない
ため、併給要件の合算額に含みません

一定金額以上の
給付奨学金との
併用不可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団WEBフォームで提出
推薦書のみ財団へ郵送

8月上旬 9月上旬

25
公益財団法人
伊藤忠兵衛基金

年額50万円
(R6年9月～R7年3月)

○

●博士後期課程1年生の者
●4月入学者
●日本国籍を有する者
※原則3年間まで継続可能
※学校推薦枠を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

8月下旬 9月中旬

26 BIKEN谷口奨学生
月額80.000円
2025年4月から最短修業
期間まで

○

●2025年4月1日時点で、日本国内の大学院博士課程に在学し、
次のいずれかに該当する者。
・4年制博士課程 第1年次～第3年次
・5年一貫制博士課程の第3年次～第4年次
・区分制博士課程の後期第1年次～第2年次
・後期3年課程のみの博士課程 第1年次～第2年次
●微生物病等に関する研究を行う者。
●本奨学金の支給期間中は、企業等との雇用関係を有さない
（予定）者。
●日本国籍を有する者。
●学業成績・人物ともに優秀であり、心身ともに健康で、受入
先指導教員の推薦を受けられる者。
●同年度における本奨学金への申請者が、同教室かつ同学年に
おいて1名以下である者。

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
財団HPから提出

9月上旬 9月下旬

27 堺未来応援奨学金 年額12万円(一括支給) ○ 堺市

●日本学生支援機構が実施する給付型奨学金(第Ⅰ～第Ⅲ区分)
を令和6年度4月分から9月分まで継続して受給している者
●令和6年4月30日から申請日までの期間に継続して、本人又は
その生計維持者が市内に住所(住民票)を有する者
●成績値が0～4の5段階評価にして平均3.0以上である者

併用可

【応募書類】
堺市HPを確認

【提出先】
堺市へ直接郵送もしくは電子申
請

9月下旬 10月下旬

28
公益財団法人
キーエンス財団奨学金

月額100,000円
（最短修業年限）

○
●2025年4月に学部に入学する新1年生(留学生を除く)
●2025年4月1日現在、20歳以下である者
●経済的な支援を必要とする者

給付型奨学金と
の併用は不可
（貸与型及び授
業料減免は可
能）

【応募書類】
財団HPで確認

【提出先】
財団ウェブページに入力

9月下旬 4月上旬

29
一般財団法人　霞山会
2025年度大学院生対象奨学
金

月額：10万円
修士課程在籍者：2年間
博士課程在籍者：3年間

○

近現代中国
または台湾
に関する各
分野

●日本国籍を有する者
●日本の大学院に在籍(2025年4月入学予定も含む)し、近現代中
国または台湾に関する政治、経済、歴史、教育・文化の各分野
を専攻する者
●応募時に下記の年齢の者
　①修士課程在籍：30歳未満
　②博士課程在籍：40歳未満
●給与所得者ではない者
●将来、大学あるいは研究機関において研究職を希望する者
●成績優秀で心身ともに健康な者

併用不可

【応募書類】
法人HPから印刷

【提出先】
法人へ直接郵送

10月中旬 1月中旬

30
公益財団法人
似鳥国際奨学財団
2025年度上期奨学生

月額50,000円 ○ ○

●日本国籍を有する者（永住権・定住権を有する者を含む）
●学部生：2025年4月1日時点で、23歳以下で学部課程の1・2・
3・4年に正規生として在籍予定の者
●院生：2025年4月1日時点で、25歳以下で修士課程の1・2年に
正規生として在籍予定の者

給付奨学金との
併用は不可

【応募書類】
財団HPから確認

【提出先】
下記WEBより各自で応募
https://www.nitori-
shougakuzaidan.com/

10月中旬 11月上旬

31 2025年度TCS奨学生
月額5万円（年間60万
円）

○ ○

●日本国内に居住し、日本国籍を有している者
●2025年4月時点で大学2年生から大学4年生又は博士前期課程1
年生から2年生に進学・進級見込みである者
●最短修業年限で卒業見込みである者
●修得単位数が標準単位数以上で、直近の学業成績につきGPA
（平均成績）が3.0以上である者
●学修計画書の提出により、将来、社会で自立し、活躍する目
標をもって大学等における学修意欲を有していることが確認で
きる者
●本財団が企画する行事（懇親会等）への参加に協力すること
ができる者
※世帯の所得水準及び他の給付型奨学金受給の有無に関する制
限はないが、審査基準事項の一部となる。

他の給付型奨学
金との併用可

【応募書類】
財団HPから確認・印刷

【提出先】
財団HPから申請 もしくは
財団へ直接郵送

10月中旬 12月上旬

32

公益財団法人
日本通運育英会
日本通運交通遺児等支援奨
学金

月額30,000円
(最短修学期間)

○

●交通事故により保護者等を失うか、又は保護者等が交通事故
により重度の心身障害を負った者。あるいは、学生本人が交通
事故により障害もしくは傷病を負った者
●2025年4月現在、18歳以上21歳以下の者
●経済的に修学が困難であると認められる者
●学業優秀、品行方正で勉強意欲のある者

他の給付型奨学
金との併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

11月上旬 5月中旬
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※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

33

プライムプラネットエナ
ジー＆ソリューションズ株
式会社
PPESグリーンバッテリー奨
学金制度

年額 60万円
（最長2年間）

○ ○ 理系

●2025年4月時点で大学３年生又は大学院１年生の理系学生
●日本に在住している者
●当社が実施する奨学生対象イベントに参加できること（年２
回実施予定）

－

【応募書類】
PPESグリーンバッテリー奨学金
HPからダウンロード

【提出先】
下記メールアドレス宛てに各自
で応募
ppesjinji-
scholarship@p2enesol.com

11月上旬 12月上旬

34
特定非営利活動法人
日本免疫学会

年額：300万円
2年間もしくは3年間

○
免疫学領域

全般

●大学院博士課程在学者（ただし、同一ラボから応募出来るの
は、1件のみとする。）
●申請時点では日本免疫学会非会員でも可とするが、採用決定
の場合には、支援金が支給されるまでに 日本免疫学会員となる
こと（日本免疫学会学術集会に於いて、成果報告が必要）。
●2025年4月1日において、我が国の大学院博士課程に在学し、
次のいずれかに該当する者

免疫学博士課程学生支援－３年間支援（大学院博士課程在学
者）
【在学年次】
・博士後期課程第１年次に在学する予定の者

免疫学博士課程学生支援－２年間支援（大学院博士課程在学
者）
【在学年次】
・博士後期課程第2年次に在学する予定の者

併用不可

【応募書類】
法人HPから印刷

【提出先】
法人へ直接送付並びに下記メー
ルアドレス宛てに提出
jsi-recept@meneki.or.jp

11月中旬 12月下旬

35
公益財団法人
岩谷直治記念財団
2025年度奨学金

月額150,000円
(在籍課程の標準年限ま
での最長2年間)

○

自然科学系
工学
理学
農学

●日本国籍を有する者
●2025年4月1日時点で日本に在住し、大学院の修士課程または
博士課程に在籍している者または入学決定者
●自然科学系および工学、理学、農学に関連する学際分野を専
攻している者
●2025年4月1日時点の年齢が下記の者
　①修士課程：満30歳未満
　②博士課程：満35歳未満
●2025年4月以降、他機関からの奨学金や研究支援金等を受けな
い者（但し、大学からの月額10万円未満の奨学金は除く）
●学位取得にあたり、経済的援助を必要とする者
●奨学金支給1年目に5回開催する奨学生例会に年間を通して出
席し、奨学生としての義務を果たせる者
●奨学期間中に他国への短期留学、交換留学等により日本を離
れる予定のない者
●奨学金支給終了後も財団との関係を継続する意志のある者
●国際交流と親善を積極的に行う者

併用不可
（大学からの月
額10万円未満の
奨学金は除く）

【応募書類】
財団HPから確認

【提出先】
財団HPから提出

11月中旬 12月下旬
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応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

36
公益財団法人
昭和池田記念財団
第44回昭和池田賞

昭和池田賞　1名
（賞金100万円と当財団
規定の奨学金（給付
型））
優秀賞　若干名
（賞金30万円と当財団
規定の奨学金（給付
型））
努力賞　適格の応募者
全員に記念品を贈呈し

○ ○

●大学、大学院に在籍する学生
（学士・修士・博士を修得する学部・学科・専攻等に正規に在
籍している学生に限る）

－

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

11月下旬 2月下旬

37
公益財団法人　同盟育成会
古野給付奨学金

学 部 生：月額40,000
円
大学院生：月額60,000
円
　　　（最長2年間）

○ ○

●2025年4月時点で学部３年生または大学院修士課程（あるいは
博士課程前期）１年生
●ジャーナリストあるいはジャーナリズム研究者を目指し勉学
に励んでいる者およびメディア関係全般での就業・研究を目指
している者
●志操堅固、健康優良で、学業成績が優秀な者（学部生なら
１,2年、院生なら学部3,4年の優相当以上の成績が5割以上）
●学費の援助が必要と認められる者
以下、奨学生の義務を果たせる者
●年2回（7月，12月）作文(学部）またはレポート（大学院）の
提出
●奨学生アンケートの提出（11月上旬）
●7月懇親会、10月オンライン、2月日本プレスセンターで開催
する研修会の参加
※学校推薦枠を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

12月上旬 4月上旬

38
公益財団法人
森下仁丹奨学会
令和7年度奨学生

月額3万円
(年額36万円、但し初年
度30万円)
月額4万円
(年額48万円、但し初年
度40万円)

○ ○

●志操堅実、学力優秀でありながら、経済的理由により学業の
継続が困難な学部生または大学院生(留学生除く)
●家計基準は、日本学生支援機構第1種(学部)に準ずる
●学部生(1年生)：高校3年間評定値4.0以上
●学部生(2年生以上)及び院生：前年までに標準修得単位を修得
済であり、且つ前年度までの通算GPA値が2.8以上
●大学の保健センター、または医師が発行した健康診断書によ
り、就学に支障がないと認められる者
※応募に際して、大学からの推薦が必要になります。また学校
推薦枠（1名）を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

給付奨学金との
併用は不可

【応募書類】
学生生活課へ応募する旨を相談
後、書類受取
【提出先】
学生生活課

12月中旬 3月中旬

39
公益財団法人
岩佐教育文化財団
2025年度奨学生

年額120万円まで ○ ●経済的に就学が困難な学部生 －

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

12月中旬 2月上旬

40
社会福祉法人さぽうと２１
2025年度「生活支援プログ
ラム」

月額20,000円（1年間） ○
外国籍
元外国籍

●日本に定住する外国にルーツをもつ学生で、2025年4月に大学
在籍・進学見込みの方で以下のどちらかに該当する方
・難民及びその子など、本人/親が難民またはそれに準ずる背景
により来日した方
・原則として「定住」「永住」の在留資格を持つ方（既に日本
国籍になった方も応募可)
※留学生（在留資格が「留学」）は対象となりません。
●学費の負担が困難な方
●さぽうと２１の実施する研修行事等に参加可能な方

併用可（さぽう
と21　坪井一
郎・仁子　学生
支援プログラム
（坪井基金）と
の併用は不可）

【応募書類】
法人HPから印刷

【提出先】
法人へ直接郵送

12月下旬 1月下旬

41
公益財団法人G-７奨学財団
令和7年度　定期公募

年間上限120万円
(１年間）

※金額は審査により決
定

○ ○

●大学又は大学院に在籍し、学業優秀かつ学修意欲があり、将
来社会的に有益な活動を目指す者であって、学資の援助をする
ことが必要であると認められる者
●日本国籍を有している者
●所定の家計基準を満たす者（家計基準については、募集要項
を参照）
●学業優秀な者とは、学部１回生については高校３年間の評定
平均値が4.0以上、学部２回生以上については、原則としてGPA
が3.1以上の者

併用可
（ただし、支給
額の調整あり）

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

1月中旬 4月中旬

42

公益財団法人　サントリー
生命科学財団
2025年度　SUNBOR
SCHOLARSHIP（奨学生）

月額60,000円
（最長3年間）

○

理学
農学
工学
薬学
医学

●理学、農学、工学、薬学、並びに医学などの研究科専攻に所
属し、2025年春期・秋期に博士後期課程に在学もしくは進学が
確定している大学院生

※日本学術振興会特別研究員DC、文部科学省科学技術イノベー
ション創出に向けた大学フェローシップ創設事業、JST次世代研
究者挑戦的研究プログラム等により安定的な収入を得ている者
は対象外

併用可

【応募書類】
財団HPで確認

【提出先】
財団へ直接申請

1月中旬 2月下旬

43
公益財団法人シマノ財団
令和7年度奨学生

月額25,000円（2年間） ○
工学
理学

●学業・人物共に優秀で経済的理由により修学が困難とみられ
る学生
●令和７年４月末時点で工学部、理学部に在籍している30歳以
下の２回生または３回生の学生
●年１回の奨学生交流会(大阪・9月中頃予定)等、財団の行事に
出席できる者及び年２回の状況報告ができる者
※応募に際して、大学からの推薦が必要になります。また学校
推薦枠（2名）を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

併用可
(ただし、合計額
が10万円を超え
ない範囲とする)

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

1月中旬 4月中旬

44
公益財団法人　尚志社
2025年度奨学生

入学金:実費
(上限30万円)
授業料他正規納入金額
(入学金以外)：実費
(上限100万円)
修士課程
自宅通学:月額4万円
　　　　 月額5万円
自宅外通学:月額6万円
           月額7万円
博士課程
自宅通学:月額5万円
         月額6万円
自宅外通学:月額7万円
           月額8万円
（最大3年間）

○

●2025年4月2日現在、下記の基準を満たす者
・修士1年：30歳未満で所属する学部(科)での成績が上位10％以
内の者
・博士1年：35歳未満で大学院における成績が特に優れている者
●社会人経験がない者
●奨学生選考委員会によるオンライン面接(6月21日を予定)を受
けることができる者（オンライン面接は全体の応募数により日
程変更の可能性があります）
●奨学金受給期間中に、当財団が各地区で年１回実施する社友
懇話会に出席可能な者、また受給期間修了後も出来るだけ出席
可能な者
●受給期間を通じて最低１回（原則として採用年に）機関誌
「尚志」に寄稿できる者
●日本学生支援機構が定める第一種奨学金（無利息貸与）の家
計基準（収入・所得の上限額の目安）を上回らないことが望ま
しい。
※応募に際して、大学からの推薦が必要になります。また学校
推薦枠（1名）を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

日本学生支援機
構の貸与奨学金
以外の併用不可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
学生生活課

1月下旬 3月下旬

45

公益財団法人
キーエンス財団奨学金
2025年度「がんばれ！日本
の大学生」応援給付金

30万円（1回） ○

●学部に在籍する者（留学生・2025年4月入学の新1年生を除
く）
●2025年4月1日現在、23歳以下である者
●最短修業年限にて卒業の見込がある者
●昨年までの「がんばれ!日本の大学生」応援給付金を受給して
いない者
●キーエンス財団の奨学生でない者
●勉学に励み、目標をもって頑張っている者

併用可

【応募書類】
財団HPで確認

【提出先】
財団ウェブページに入力

2月上旬 4月中旬

46

公益財団法人　吉田育英会
2025年秋季・2026春季
＜ドクター２１＞給付奨学
生

①月額20万円
②学校納付金として合
計250万円以内
③海外研究活動支援と
して合計100万円以内
（入学した月から3年以
内）

○ 自然科学系

●日本国籍を有する者
●2025年4月1日現在において、30歳未満の者
●2025年4月1日現在において、大学院博士前期課程の2年次に在
学中の者
●2025年秋季または2026年春季に日本の大学院博士後期課程に
入学を希望する者、または一貫性博士課程の3年次に進学もしく
は編入学を希望する者
●進学先において日本の大学院の学籍を有し、自然科学系分野
を専攻する者
※家計基準はありません。

国・地方公共団
体等が実施する
貸与奨学金、年
間100万円を超え
ない給付奨学金
との併給可

民間奨学金との
併用は不可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接送付

2月上旬 4月上旬



令和6年度民間団体・地方公共団体等奨学金　募集一覧
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※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

47
JEES・MHIみらい奨学金
（三菱重工理系女性技術者
育成支援奨学金）

月額120,000円
(修士課程修了まで）

○

化学
電気・電子
機械
原子力
情報
金属・材料

●令和7年4月現在で、博士前期課程1年次に正規生として在籍予定の者
　（在留資格が「留学」である私費外国人留学生を含む）
●化学、電気・電子、機械、原子力、情報、金属・材料を専攻する者
●修士課程修了後、理工系のエンジニアとしてグローバルに活躍する
意思・意欲のある者
●本奨学金の受給期間中、本協会が実施する他の奨学金を受給せず、
他の団体から受ける奨学金等の受給額合計が年額60万円以下である者
（貸与型奨学金、授業料免除は除く）
●修学の目的又は計画が明確で、支援の効果が期待できる者
●経済的援助を必要とする者
●令和7年4月に在籍する大学の長の推薦を受けることができる者
※学校推薦枠(1名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行いま
す。

日本国際教育支
援協会による他
の奨学金との併
用不可

他の団体による
年額60万円を超
える給付型奨学
金との併用は不
可
（貸与型は可
能）

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

2月上旬 4月中旬

48
公益財団法人吉田育英会
2025年秋季・2026年春季
＜マスター21＞給付奨学生

①月額80,000円又は学
校納付金として合計250
万円以内の実費
②海外研究活動支援合
計50万円以内の実費
（入学した月から2年以
内）

○ 自然科学系

●日本国籍を有する者
●2025年4月1日現在において、27歳未満の者
●2025年4月1日現在において、学部4年次に在学中の者
●2025年秋季または2026年春季に日本の大学院修士課程（博士
前期課程）に入学を希望する者
●進学先大学院において、自然科学系分野を専攻する者
※家計基準はありません。
※学校推薦枠（1名）を超えて応募があった場合は、学内選考を
行います。

国・地方公共団
体等が実施する
貸与奨学金、年
間100万円を超え
ない給付奨学金
との併給可

民間奨学金との
併用は不可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
学生生活課

2月中旬 4月下旬

49
公益財団法人
伊藤忠兵衛基金

年額50万円
(R7年4月～R8年3月)

○

●博士後期課程1年生の者
●4月入学者
●日本国籍を有する者
※原則3年間まで継続可能
※学校推薦枠(1名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行
います。

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
学生生活課

2月中旬 4月中旬

50
公益信託
池田育英会トラスト

月額17,000円
（正規の最短修学期
間）

○ ○ 愛媛県

●愛媛県内の高等学校を卒業している者、または保護者が愛媛
県内に居住している者
●学部２回生以上または大学院生
●学業・人物ともに優秀で経済的支援の必要な者

併用可

【応募書類】
伊予銀行HPから印刷

【提出先】
団体へ直接送付

2月下旬 5月上旬

51
一般財団法人
誠志ツルヤ奨学会

月額30,000円
（正規の最短修業年限
の終了まで）

○
食品関連分
野

長野県
群馬県

●令和7年4月、大学に新たに進学した新1年生で、食品及び直接
食品に関連する分野で学ぶ者（農業、畜産業、水産業、食品衛
生、食物、栄養・健康、生物資源、調理　等）
●長野県及び群馬県出身（長野県及び群馬県内の高等学校卒業
者で且つ実家が長野県及び群馬県）の者
●学業優秀、品行方正でありながら、経済的理由により修学が
困難な者
●奨学金授与式(6月中旬から下旬を予定)に必ず出席できる者

日本学生支援機
構奨学金との併
給のみ可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接送付

2月下旬 5月中旬

52
公益財団法人
服部国際奨学財団
2025年春季服部奨学生

月額12万円
（2年間又は最短標準修
業年限）

○ ○

●2025年4月時点で以下に該当する者
・学部生：正規学生で24歳以下の者
・博士前期課程：正規学生で30歳以下の者
・博士後期課程：正規学生で35歳以下の者
●経済的理由により修学が困難であり、奨学金による支援を必
要とする者
●服部国際奨学財団の開催する全ての公式行事及び各種研修行
事に積極的に参加し、服部奨学生との交流から知見を広げるこ
とを望む者
●心身ともに健康で、向上心に富み、学業、人物ともに優秀で
あり、服部国際奨学財団が行う公益事業に参加し、その広報活
動に協力する者

　　併用可
(他機関等からの
奨学金を併給す
る場合、受給額
が月額10万円を
超えないこと)

【応募書類】
財団HPから確認

【提出先】
財団WEBフォームで提出
推薦書のみ財団へ郵送

3月上旬 4月中旬

53

公益財団法人　花王芸術・
科学財団
花王女性研究者育成奨学金

年額 40万円
（最短修業年限）

〇
化学
物理

●2025年4月現在、大学院(博士課程)1年生で満30歳以下の正規
学生
●「表面の科学」の<化学・物理学分野>の研究を行っている者
(固体表面、固液界面、触媒、超微粒子、コロイド、分子集合
体、ナノマテリアルなどにおける新規な作成法、計測法、新規
物性発現、機能創出、デバイス展開など界面と表面の科学に関
する研究)
●財団主催行事に優先的に主席できる者
※所得制限はありません

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

3月上旬 6月下旬

54
一般財団法人　律宗戒学院
特別奨学生

年額12万円 ○ ○
律宗または
唐招提寺に
係る分野

●律宗または唐招提寺に係る歴史・思想・文化を研究する者
●令和８年３月３１日（火）までに、研究成果概要（あるいは
学位論文）・収支決算書・領収書等証拠書類を提出できる者
●令和７年度中に唐招提寺の年間行事の助勢、または清掃業務
等に奉仕できる者

－

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月上旬 4月中旬

55
公益財団法人
戸部眞紀財団奨学金

学 部 生：月額60,000
円
大学院生：月額70,000
円
　　　（最長2年間）

※JSPS特別研究員、及
びJST次世代研究者挑戦
的プログラム採用者は
半額

○ ○

化学
食品科学
芸術学等
体育学等
経営学

●学部3回生以上または大学院生である者（留学生も可）
●年齢が2025年4月1日現在で30才以下の者
●化学、食品科学、芸術学/デザイン学、体育学/スポーツ科
学、経営学の分野で修学している者
●向学心に富み、学業優秀であり、且つ、品行方正である者
●学資の支弁が困難と認められる者
●奨学金を得ることで、学業や研究により一層の深化、発展が
期待される者
●給付対象期間中を通して日本国内の大学又は大学院に在籍す
る者
※家計の収入による応募制限はないが、選考過程で審査の対象
になる

　　併用可

他奨学金との併
給（他機関との
合計が概ね200万
円以上）の場
合、給付額が半
額となる場合あ
り

【応募書類】
財団HPで確認

【提出先】
財団マイページよりWEB提出
後、応募書類原本を財団へ郵送

3月上旬 5月中旬

56
公益財団法人
大東育英会

月額20,000円
（正規の最短修業年
限）

○ 大阪府

●学業、人物ともに優秀でありながら、学費納入の支弁が困難
と認められる者
●大阪府下に住所を有する者が保護する学生
●学部生
※学校推薦枠(3名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行
います。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月上旬 4月中旬

57
公益財団法人
木下記念事業団

年額 60万円
（正規の履修課程の終
期まで）

○

●日本国籍を有する者
●学部生のうち２年生以上の者（編入による１年目の者を除
く）
●令和7年4月1日現在25歳未満で未婚の者
●保護者の保有する資産額の合計が2,000万円未満であること
●木下記念事業団の寮生、奨学生OG、寮生OGのいずれにも該当
しない者
※学校推薦枠(2名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行
います。

給付型奨学金と
の併用不可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月上旬 4月下旬

58
公益財団法人
オークラ育英財団

月額30,000円
(2025年4月～2026年3
月)

○
●2025年4月1日現在、学部生のうち２年生以上で、原則として
年齢が30歳以下である者
●日本国籍を有する者
●学業、人物ともに優秀であり、健康である者

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
財団へ直接申請

3月中旬 4月下旬

59
SONY STEAM GIRLS
EXPERIENCE
奨学金プログラム

授業料相当額として最
大120万円／年
（在籍課程修了までの
期間）
※学士の場合は4年間

○ 理工系

●応募時点で大学の理工系及びそれに準ずる学部・学科の1年次
もしくは高等専門学校から進学し3年次に在籍する者
●日本に居住している者
●大学に入学以降、奨学金または奨学助成金を受け取ったこと
がない者もしくは今後受け取る予定がない者

併用不可

【応募書類】
奨学金HPを確認
https://www.sony.com/ja/Sony
Info/diversity/steam-ex/

【提出先】
上記WEBより各自で応募

3月中旬 5月中旬
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応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

60
公益財団法人
辰野環境財団

月額30,000円
(最短修業年限の期間)

○

●将来、地球環境問題解決に寄与し、社会貢献を目指す学部3年
生
●学業・人物ともに優秀かつ健康であり、経済的支援を必要と
する者
●財団が要請するレポートや給付期間中の成績証明書等の提出
ができる者

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月中旬 4月下旬

61 佐藤定雄国際奨学財団 月額30,000円(2年間) ○

●下記①②のいずれかに該当する者
①理工系の学部に通う学生で、品行方正、志操堅固、健康で学
業成績が優秀であること
②スポーツに励んでいる学生で、品行方正、志操堅固、健康で
スポーツ、学業成績が優秀であること
●学資が豊かでないこと
●出願する年の4月現在において、学部2年生又は3年生の者
※学校推薦枠(3名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行
います。

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
学生生活課

3月中旬 5月中旬

62
JEES・出光興産（潤滑技
術）奨学金

月額80,000円 ○
トライボロ
ジー

●令和7年4月時点で修士課程1～2年生又は博士課程1～3年生に
正規生として在籍する者
●日本国籍を有する者、日本への永住を許可されている者
●トライボロジー研究に積極的に取り組んでいる者
●修学目的が明確で、支援の効果が期待できる者
●心身共に健康であり、かつ品行方正で学業成績が優秀な者
●令和7年4月に在籍する大学の長の推薦を受けることができる
者
※学校推薦枠(2名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行
います。

給付型奨学金と
の併用不可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月中旬 5月中旬

63

株式会社メガチップス
理系女子学生就学支援奨学
金
（学内募集）

月額5万円（2年間） ○ ○

理系学部・
学科・専攻
に所属する
者

●2025年4月1日時点で大学に在籍する学部3年生又は大学院博士
前期(修士)課程1年生
●理系学部・学科・専攻に所属し、以下いずれかの分野に関連
する者
　<電気・電子・機械・情報・数学・物理・化学>
●株式会社メガチップスが開催する夏季インターンシップ(8月
中旬～9月下旬予定)に応募し、出席できる者
※応募状況により、夏季インターンシップから株式会社メガ
チップスが指定するイベントもしくは冬季インターンシップに
変更の場合あり
●一般募集とは異なり本学において募集・選考の上、推薦しま
す。

給付型奨学金と
の併用不可

【応募書類】
奨学金HPを確認
https://www.megachips.co.jp/
sustainability/social/contri
bution/scholarship/

【提出先】
学生生活課

3月中旬 4月下旬

64 公益財団法人　中谷財団

博士前期課程：月額12
万円
博士後期課程：月額20
万円
（博士号取得までの最
短修業年限）

○ ○

BME(Bio
Medical
Engineerin
g)分野

BME(Bio Medical Engineering)分野～生命科学と理工学の融合
境界領域～において博士号の取得を目指す、日本国籍又は永住
権を有する者で、以下のいずれかに該当する者
●2025年秋、2026年春に日本の大学院（博士前期・後期課程）
に入学を予定している者
●2025年4月1日時点で大学院（博士前期・後期課程）に在学す
る者

日本学生支援機
構等の公的な奨
学金との併用
可。民間の奨学
金との併用不
可。

【応募書類】
財団WEBサイトに登録後ダウン
ロード

【提出先】
財団へ直接送付または財団WEB
より応募

3月下旬 6月上旬

65 在日本朝鮮人教育会

【学部2回生以上】
年額 20万円
【学部1回生】
年額 16万円

○

●在日朝鮮人学生で奨学制度の目的に賛同する30歳未満の者(留
学生は除く)
※在日朝鮮人学生とは、父母もしくは祖父母のうち一人でも朝
鮮半島にルーツがある者で、国籍は問わない
●成績が優良で、かつ学費の支弁が困難な者
●教育会の指定行事に積極的に参加する意思のある者

日本学生支援機
構以外の給付型
奨学金との併用
不可

【応募書類】
財団HPで確認

【提出先】
財団へ直接送付または財団WEB
より応募

3月下旬 5月下旬

66
公益財団法人
小林奨学財団

月額80,000円
(最短履修年数の終期)

○ ○

●日本国籍を有する者
●2025年4月1日現在、学部生または大学院生で、一人親家庭等
の経済的理由によって修学が困難な者
●年２回の交流会への出席が可能な者（6月と12月を予定）
●向学心に富み、学業優秀であり、且つ、品行方正である者

－

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
財団へ直接送付または下記アド
レスへ送付
info@kobayashi-zaidan.or.jp

3月下旬 4月中旬

67
公益財団法人
いであ環境・文化財団

年額20万円(一括支給) ○ ○ 環境分野

●令和7年4月1日現在、学部2年生以上の者（大学院博士課程ま
でを含む）
●正規課程において、将来環境保全の分野で社会貢献を目指す
ための科目を履修している者
●所属大学から推薦を受けることができる者
●別途定める学業基準を満たしている者
●過去において、当財団の奨学金制度による奨学金を受給して
いないこと
※学校推薦枠(1学部3名)を超えて応募があった場合は、学内選
考を行います。
＊留学生も応募可

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
学生生活課

3月下旬 4月下旬

68
公益財団法人
似鳥国際奨学財団
２０２５年度下期奨学生

月額5万円～8万円
(2025年10月～2026年9
月または卒業月)
＊家計状況により支給
額変動あり

○ ○

●「日本国籍」を有する者。（外国籍を有する場合で、在留資
格が『永住者』または『定住者』の者も応募可能）
●学部生：2025年10月1日時点で、23歳以下で学部課程の1～4年
に正規生として在籍予定の者
●院生：2025年10月1日時点で、25歳以下で修士課程の1～2年に
正規生として在籍予定の者
●期限内にレポートの提出ができる者(400字程度を2ヵ月に１
回)
●年１回の交流会に参加できる者(10～12月頃予定)
●アルバイトに従事している者(月20時間以上または3ヵ月合計
60時間以上を目安とする)
●2024年度の世帯収入(見込)が900万円以下を目安とする
●大学(院)入学から現在までの成績がGPA2.5以上(4.0満点)を目
安とする
＊大学の成績がまだない場合、直近の高校学年末の成績が評定
平均3.5以上(5段階評価)を目安とする

給付型奨学金と
の併用は不可
（貸与型は可
能）

【応募書類】
財団HPを確認

【提出先】
下記WEBより各自で応募
http://www.nitori-
shougakuzaidan.com/

3月下旬 5月下旬

69 公益財団法人　香雪美術館

【自宅通学者】
月額50,000円
【自宅外通学者】
月額70,000円
（卒業までの正規の最
短修学期間）

○ ○ 美術系分野

●大学及び大学院に在学する者
●美術、工芸、映像、デザイン、美学、美術史、文化財保存な
どの美術系分野を専修する学部・学科に属する学業優秀者
●学資の支弁が困難と認められる者

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
学生生活課

3月下旬 4月上旬

70
日清食品・安藤百福
Scholarship

年間100万円(1年間) ○
食科学に関
する分野

●食科学に関連する研究を行い、食科学の発展に貢献する研究
者を目指す大学院生（修士、博士課程は問わない)
●日本国籍を有する者
●学業、人物ともに優秀かつ健康で、学資等の経済的支援を必
要としている者
●就学及び生活状況を財団に毎月報告、年度末に財団指定の書
類提出ができる者
●留学予定の者は応募不可（海外留学を目的とした奨学金では
ないため）
＊過去受給者も応募可能(ただし受給期間は原則最長3年)
※学校推薦枠(2名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行
います。

他の奨学金と併
用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
学生生活課

3月下旬 4月中旬

71
一般財団法人東洋水産財団
森記念奨学金

月額50,000円
（1年間）

○ ○ 食品科学

●2025年4月現在、大学または大学院に在学する者（当該年度9
月に卒業する者は除く）
●食品科学に関する分野を専攻、研究している者
●経済的に学業の継続が困難と認められる者
●学業成績・人物ともに優れている者
●指導教員等の推薦する者
＊過去受給者も応募可能
※学校推薦枠(5名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行
います。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月下旬 6月上旬



令和6年度民間団体・地方公共団体等奨学金　募集一覧
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※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

72 一般財団法人楠田育英会
月額30,000円
（正規の最短修業年限
の終期まで）

○

●大学2年次以上に在学し、学業・人物ともに優秀かつ健康で
あって、学資の支弁が困難と認められる者
●楠田育英会の趣旨に則り、自己の専門分野の知識及び経験を
生かして将来社会に寄与する志を有する者
●知識及び経験を社会で生かすため、或いは社会に寄与するこ
とを目指し、学内外での活動・ボランティア活動などの実践活
動を積極的に行っている者
●研修会(前期・6月29日、後期・11月16日)に必ず参加できる者

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月下旬 4月中旬

73
公益財団法人　アイザワ記
念育英財団

月額30,000円
（正規の最短修業年限
の終期まで）

○

●大学2年次以上に在学し、人物・学業ともに優秀であって、経
済的理由により修学が困難であると認められる者
●将来、産業・文化両面において社会に貢献しようと志す者
●10月4日(土)に開催される財団の式典に出席可能な者
●年に数回のレポート等の提出を期限どおりに行うことができ
る者
※学校推薦枠(1名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行
います。
＊留学生も応募可

当財団以外の1団
体より受ける奨
学金のみ併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月下旬 4月下旬

74
一般財団法人　加藤学育英
財団

年額48万円(2年間) ○
化学系

●2025年4月現在、学部3年生であること
●化学、応用化学などの化学系を専攻する者
●日本国籍を有する25歳以下の者
●学資の支弁が困難と認められる者
●就学状況及び生活状況について適時報告できる者
●学業成績がGPA3.0以上を目安とする
＊家計状況の目安がありますので財団HP奨学金サイトを確認し
てください

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
財団へ直接郵送

3月下旬 5月下旬

75 公益財団法人国土育英会
月額18,000円
(在学課程最終年度末ま
で）

○ ○

●学業、人物ともに優秀で、かつ健康であって、学業の維持の
ために奨学金の給与が必要と認められる者
●2025年4月時点で正規生として大学・大学院に所属する者
●東京都内での面接、またはweb面接が可能な者(5月末～6月初
旬を予定)
●毎年年度末に、成績証明書、在学証明書、または卒業証明書
を提出できる者。
●財団の開催する交流会に参加できる者。
※学校推薦枠(2名)を超えて応募があった場合は、学内選考を行
います。

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月下旬 4月下旬

76
一般社団法人　古宮誠一記
念教育財団

年額48万円（2年間） ○ 理工系

●日本国籍を有する者
●理工系学部に在籍する学部3年生である者
●応募締切日時点で年齢25歳以下である者
●経済的な理由により学費の支弁が困難である者
●就学状況及び生活状況について適時報告できる者
●学業成績がGPA3.0以上を目安とする
＊家計状況の目安がありますので財団HP奨学金サイトを確認し
てください

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
財団へ直接郵送

3月下旬 5月下旬

77
一般財団法人
金岡教育財団
金岡育英奨学金

年額48万円（2年間） ○ 理工系

●日本国籍を有する者
●理工系学部に在籍する学部3年生である者
●応募締切日時点で年齢25歳以下である者
●経済的な理由により学費の支弁が困難である者
●就学状況及び生活状況について適時報告できる者
●学業成績がGPA3.0以上を目安とする
＊家計状況の目安がありますので財団HP奨学金サイトを確認し
てください

併用可

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
財団へ直接郵送

3月下旬
4月1日(火)～
5月31日(土)

78 在日本朝鮮人教育会
①年額12万円
②年額36万円

○
●学部２～４回生
●成績優良でありながら学士の支弁が困難である者
●日韓関係発展に関心を有する学生

①は併用可
②は併用不可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接送付

3月下旬
5月31日
（土）

79
一般財団法人
レントオール奨学財団

月額30,000円
（正規の最短修業年
限）

○ ○
建設又は建
設機械の関
連分野

●大学又は大学院において、建設又は建設機械の関連分野(土
木、建築、環境、都市、地域、機械、資材、デザイン、居住環
境、森林等)を修学中の者
●学費の支弁が困難な者
●学業優秀にして在学学校長の推薦を受けた者

併用不可
（ただし、日本
学生支援機構及
び地方自治体の
奨学金は併用
可）

【応募書類】
財団HPからダウンロード

【提出先】
学生生活課

3月下旬 4月21日(月)

80
トヨタ女性技術者育成基金
奨学支援プログラム

年額 60万円
（最長6年間）

○ ○ 理工学系

●2025年4月時点で学部1回生、3回生または大学院1回生として
在学する者
●学業成績優秀で、当基金の主旨に賛同し、将来製造業社でも
のづくりに関わる女性エンジニアとして活躍していく意欲、熱
意のある者
●理工学系を専攻する者
●日本国籍を有し、日本に居住している者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

3月下旬
4月1日（火）
～5月25日
（日）

81 一般財団法人　浜教育財団 年額48万円（2年間） ○ 教育分野

●日本国籍を有する者
●教育系の学部に在籍する学部3年生である者
●応募締切日時点で年齢25歳以下である者
●経済的な理由により学費の支弁が困難である者
●就学状況及び生活状況について適時報告できる者
●学業成績がGPA3.0以上を目安とする
＊家計状況の目安がありますので財団HP奨学金サイトを確認し
てください

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

3月下旬
5月31日
（土）
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※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

1

公益財団法人　花王芸術・
科学財団
花王佑啓奨学金

月額50,000円or100,000
円
（最短修業年限）

○
芸術分野
科学分野

●2024年4月現在、大学院(修士課程)1年生で、芸術又は科学の
分野で学び、健康で学業成績・人物ともに優れており、高い自
己の成長意欲を有する日本人学生
●満30歳以下の正規学生
●経済的支援を必要とする者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

4月上旬 5月下旬

2
一般財団法人
関育英奨学会

月額30,000円
正規最短修業期間まで

○

●学部２～４回生
●人物・学業とも優秀かつ健康でありながら、学資の支弁が困
難と認められる者
※学校推薦枠を超えて応募があった場合、学内選考を行います

併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

4月上旬 5月下旬

3
令和6年度岐阜県選奨生奨
学金

月額32,000円
※日本学生支援機構の
貸与奨学金を受給して
いる場合は月額16,000
円

○ 岐阜県

●岐阜県内に住所を有する者の子弟であること
●人物、学業ともに優秀であること
●修学に十分耐え得る健康状態であること
●経済的理由により修学が困難であること
※以下の奨学金との併用はできません。
　・岐阜県高等学校奨学金
　・岐阜県子育て支援奨学金
　・母子及び父子並びに寡婦福祉法による修学資金

一部奨学金との
併用不可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

4月中旬 5月上旬

4
トヨタ女性技術者育成基金
奨学支援プログラム

年額 60万円
（最長6年間）

○ ○ 理工学系

●2024年4月時点で学部1回生、3回生または大学院1回生として
在学する者
●学業成績優秀で、育成基金の主旨に賛同し、将来製造業社で
ものづくりに関わる女性エンジニアとして、活躍していく意
欲、熱意のある者
●理工学系を専攻する者
●日本国籍を有し、日本に居住している者

併用可

【応募書類】
財団HPから確認

【提出先】
財団へ直接応募

4月中旬 5月下旬

5
一般財団法人
あしなが育英会

一般：月額40,000円
特別：月額50,000円
（最短修業年限まで）

○

●保護者（父または母など）が、病気や災害（道路上の交通事
故を除く）、自死（自殺）などで死亡、または保護者が1級から
5級の障がい認定※を受けていて、経済的な援助を必要としてい
る家庭の子ども。

※身体障害者福祉法、国民年金法、厚生年金保険法、精神保健
及び精神障害者福祉に関する法律、労働者災害補償保険法に定
める第１級から第５級の障がい認定を受けている場合をいう。

併用可

【応募書類】
財団HPで確認

【提出先】
財団へ直接郵送

4月中旬 5月下旬

公益財団法人
交通遺児育英会

・月額4万円、5万円、6万
円から選択
（正規の最短修業年限）
　※うち2万円は給付

・入学一時金40万円、60
万円、80万円から選択（1
年生のみ）

○

保護者等が道路における交通事故で死亡したり、重い後遺障害
のため働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生（以下のすべ
てに該当すること。）
●令和6年度に大学学部に在学している者
●応募時25歳以下の者
●日本国籍を有する者または永住者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

4月下旬 10月下旬

公益財団法人
交通遺児育英会（大学院在
学）

月額5万円、8万円、10
万円から選択
（正規の最短修業年
限）
　※うち2万円は給付

○

保護者等が道路における交通事故で死亡したり、重い後遺障害
のため働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生（以下のすべ
てに該当すること。）
●令和6年度に大学院に在学している者
●応募時25歳以下の者
●日本国籍を有する者または永住者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

4月下旬 10月下旬

公益財団法人
交通遺児育英会（大学院予
約）

月額5万円、8万円、10
万円から選択
（正規の最短修業年
限）
　※うち2万円は給付

○

保護者等が道路における交通事故で死亡したり、重い後遺障害
のため働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生（以下のすべ
てに該当すること。）
●令和7年4月に大学院に進学を希望している者
●応募時25歳以下の者
●日本国籍を有する者または永住者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

4月下旬 1月下旬

7
清流の国ぎふ大学生等奨学
金

月額60,000円
（正規の修業年限内）

※返還免除の制度あり

○ 岐阜県

●岐阜県内の高等学校等を卒業した者
●岐阜県外に住所を有し、かつ、県外の大学に在学している者
●大学を卒業した後に、岐阜県内で就業する意思があると認め
られる者
●連帯保証人が、申請者の三等親内の親族で成年者であるもの
のいずれか又は岐阜県内に住所を有している者

併用可

【応募書類】
岐阜県HPから印刷

【提出先】
岐阜県へ直接郵送

4月下旬 5月下旬

8
公益財団法人
宮崎県奨学会奨学金

月額25,000円
（正規の修学期間の範
囲内）

○ 宮崎県

●宮崎県に本籍を有する者、又は本人の主たる生計維持者が宮
崎県内に居住している者
●令和6年4月に大学に入学した者
※要件を満たすものへの返還免除制度あり
※在学生で本奨学金の貸与を希望する者は、個別に財団へ問い
合わせること。

給付型奨学金と
の併用可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

4月下旬 6月下旬

9
令和6年度岐阜県選奨生奨
学金（第2次）

月額32,000円
※日本学生支援機構の
貸与奨学金を受給して
いる場合は月額16,000
円

○ 岐阜県

●岐阜県内に住所を有する者の子弟であること
●人物、学業ともに優秀であること
●修学に十分耐え得る健康状態であること
●経済的理由により修学が困難であること
※以下の奨学金との併用はできません。
　・岐阜県高等学校奨学金
　・岐阜県子育て支援奨学金
　・母子及び父子並びに寡婦福祉法による修学資金

一部奨学金との
併用不可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

10月中旬 11月上旬

10

公益財団法人　花王芸術・
科学財団
花王佑啓奨学金

月額50,000円or100,000
円
（最短修業年限）

○
芸術分野
科学分野

●2025年4月現在、大学院(修士課程)1年生で、芸術又は科学の
分野で学び、健康で学業成績・人物ともに優れており、高い自
己の成長意欲と日本国籍を有する者
●満30歳以下の正規学生
●財団主催行事に優先的に出席できる者
●経済的支援を必要とする者
※本人の収入（定職、アルバイト、父母等からの給付、奨学
金、その他の収入により本人が1年間に得た金額）が350万円以
下、配偶者がいる場合は本人と配偶者の合計額が500万円以下の
者

併用可

【応募書類】
財団HPから印刷

【提出先】
財団へ直接郵送

2月下旬 5月下旬

【貸与型奨学金（返還を要するもの）】

6



令和6年度民間団体・地方公共団体等奨学金　募集一覧

学
部
生

院
生

専攻
指定

地域
指定

その他条件

応募書類
提出先

締切
応募書類
提出先

※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

11
石川県育英資金
〈緊急採用〉

月額44,000円
（採用年度末まで）

○ 石川県

次の①～③全てを満たす者。なお、令和6年能登半島地震に被災した者
にあっては、①と③を満たす者
①保護者が石川県内に現に引き続き３年以上居住している者で、次の
いずれかに該当する者
　・在学する学校における学業成績が、平均水準以上であること。
　・特定の分野において特に優れた資質・能力を有すること。
　・在学する学校における勉学に意欲があり、学業を確実に修了する
見込みがあること。
②家計が急変した者で、次のいずれかに該当すること。
　・主たる家計支持者が会社等の倒産等により解雇され、又は早期退
職した場合。又は再就職したが収入が著しく減少している場合。
　・主たる家計支持者が死亡又は離別した場合。
　・主たる家計支持者が破産した場合。
　・病気、事故、会社倒産、経営不振、その他家計急変の事情によ
り、申込者の属する世帯の家計の支出が著しく増大又は収入が減少し
た場合。
　・火災、風水害、震災等の災害により災害救助法、天災融資法の適
用を受ける著しい被害又はこれらの災害に準ずる程度の被害を受けた
ことにより、申込者の属する世帯の家計の支出が著しく増大又は収入
が減少した場合。
③日本学生支援機構奨学金の貸与を受けていない者

日本学生支援機
構貸与型奨学金
との併用不可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

令和5年より継続 随時受付

12 上越学生寮奨学金

学 部 生：月額7万円
大学院生：月額10万円
（最短修業年限の終期
まで）

○ ○
上越市
妙高市
糸魚川市

●上越市、妙高市、糸魚川市のいずれかの市に3年以上住所を有
した者で、かつ、そこに所在する中学校又は高等学校を卒業し
た者
●学業に優れた者

併用可
（ただし、「上
越市奨学金」と
の併用は不可）

【応募書類】
上越市HPから印刷

【提出先】
上越市教育委員会へ直接郵送

3月中旬 4月中旬

13
公益財団法人
中山報恩会

学部生：月額42,000円
(給付30,000円・貸与
12,000円)

大学院生：月額50,000
円(給付35,000円・貸与
15,000円)

(いずれも正規の最短修
業期間)

○ ○

●日本国籍を有する者
●家計支持者の収入・所得金額が1,000万円以下であること
●学部生の場合は、1～3年次の者（ただし2025年度の4月1日時
点で、1年生20歳以下、2年生22歳以下、3年生23歳以下であるこ
と）
●大学院生の場合は、下記を除く修士課程1年次の者
　①2025年度の4月1日現在で年齢が26歳以上の者
　②大学での留年が3年以上の者
　③大学卒業または退学後、2年以上社会人となり大学院に再入
学した者
※学校推薦枠(学部生1名 大学院生1名)を超えて応募があった場
合は、学内選考を行います。

併用可
(ただし、民間団
体奨学金との併
用は不可)

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月中旬 4月中旬

14
公益財団法人
山口県ひとづくり財団

月額43,000円or63,000
円
（正規の修業期間）

○ 山口県
●保護者が山口県に住所を有している者
●向学心に富み有能な素質を有し、経済的理由により修学が困
難と認められる者

貸与型奨学金と
の併用不可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月中旬 4月下旬

15 宮崎県育英資金

【自宅通学者】
月額 2万2千円or3万3千
円or4万4千円から選択
【自宅外通学者】
月額 2万5千円or3万8千
円or5万円から選択
（卒業までの正規の最
短修学期間）

○ 宮崎県

●本人の主たる生計維持者が宮崎県内に居住している者
●向学心に富み、優れた素質を有し、経済的理由により修学が
困難と認められる者
●下記の学力基準を満たす者
・ 第１学年に在学する者：高等学校、高等専門学校又は専修学
校の高等課程の全履修教科評定の平均が ３.０以上（小数点第
２位で四捨五入）であること
 ・第２学年以上に在学する者：申請時に在学する学校における
前学年の全履修教科評定の平均が３.０以上（小数点第２位で四
捨五入）であること
●下記の家計基準の目安を満たす者
給与収入の家計維持者１名、無職無収入者１名、高校生１名、
本人の４人家族…約742万円
※ 上記はあくまで目安であり、家族構成や同一生計内の就学者
の数で異なります。
また、令和６年度の収入基準額であり、今後変更となる場合が
あります

日本学生支援機
構貸与型奨学金
との併用不可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月下旬 4月下旬

16 石川県育英資金
月額44,000円
（卒業予定年月まで）

○ 石川県

●保護者が石川県内に現に引き続き３年以上居住している者
●勉学意欲があり、かつ、学資の支弁が困難な者
●日本学生支援機構奨学金の貸与を受けていない者
（日本学生支援機構との併願はできるが、併給はできない。）

日本学生支援機
構貸与型奨学金
との併用不可

【応募書類】
学生生活課で受け取り

【提出先】
学生生活課

3月下旬 5月1日（木）



令和6年度民間団体・地方公共団体等奨学金　募集一覧

学
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院
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締切
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※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

1 鹿児島県育英財団 ― ○ ○ 鹿児島県

●鹿児島県内の高等学校等を卒業した者又は鹿児島県内に生活
の本拠を有する者の子等で、県内の中学校を卒業した者
●現在大学又は大学院に在学し、次年度中に卒業(修了)予定の
者
●日本学生支援機構第一種貸与奨学金もしくは鹿児島県育英財
団大学等奨学金の貸与を受けている者、又は受けていた者
●大学卒業後、鹿児島県内企業等に就業する意志があり、かつ
県内居住を希望する者

―

【応募書類】
鹿児島県育英財団HPから確認

【提出先】
鹿児島県育英財団へ直接申請

8月中旬 11月下旬

2
令和6年度
徳島県奨学金返還支援制度

最大100万円 ○ ○ 徳島県

●日本学生支援機構奨学金ほか、徳島県が認める奨学金の貸与
を「受けている方」または「受けていた方」
●徳島県内の事業所に正規職員(公務員を除く)として就職を希
望する方
●大学または大学院を令和7年度に修業年限以内で卒業し、翌年
度の9月末までに就業を開始する方
●徳島県内に住所を有する予定の方

―

【応募書類】
徳島県HPから確認

【提出先】
徳島県へ直接申請

8月中旬 12月下旬

3 京丹後市奨学金返還支援 最大360万円 ○ ○ 京丹後市

●大学又は大学院を卒業(見込)した満30未満の者
●京丹後市に継続して10年以上定住する意志を有し、かつ正規
雇用等により就業(市内から通勤)する者。（ただし、国家公務
員または地方公務員は除く）

―

【応募書類】
京丹後市HPから確認

【提出先】
京丹後市へ直接申請

8月中旬 2月上旬

4 三重県奨学金返還支援 最大100万円 ○ ○ 三重県
●大学または大学院の最終学年とその1年前の学年の在学生
●令和7年3月31日時点で35才未満の者
●三重県内への居住かつ就業する意志のある者(公務員は除く)

―

【応募書類】
三重県HPから確認

【提出先】
三重県へ直接申請

8月中旬 12月下旬

5 山口県奨学金建艦支援 ― ○ 理系 山口県

●応募時点で、大学院修士課程の1年生で、工学研究科、理学研
究科、農学研究科若しくは薬学研究科(これらに相当する研究科
を含む)に在籍する者
●大学院修士課程を修了した年の翌年の4月末日までに県内製造
業又は県内情報サービス業で就業することを希望する者

―

【応募書類】
山口県HPから確認

【提出先】
山口県へ直接申請

8月中旬 9月下旬

6
東京しごと財団
中小企業人材確保のための
奨学金返還支援事業

最大150万円 ○ ○ 東京都

●大学または大学院を令和7年3月31日までに卒業又は修了予定
の者
●他の制度による奨学金の返還免除等を受けていない者
●建設・IT・ものづくりの分野で技術者として就職を希望する
者

―

【応募書類】
財団HPから確認

【提出先】
財団へ直接申請

8月中旬 3月中旬

7
和歌山県海南市
奨学金返還助成

最大100万円 ○ ○ 海南市

●大学または大学院を令和7年3月に卒業又は修了予定の者
●他の奨学金返還助成制度の対象となっていない者
●海南市の指定を受けた登録企業に、卒業後、海南市に住所を
有し、正社員として3年以上勤務した者

―

【応募書類】
海南市HPから確認

【提出先】
海南市へ直接申請

8月中旬 2月下旬

8
和歌山
奨学金返還助成

最大100万円 ○ ○ 理系 和歌山県

●2026年3月卒業予定の大学生又は大学院生
●理学、工学、農学、保健の学部等に在籍する者
●助成制度参画企業へ研究開発職又は技術職として就職を希望
する者

―

【応募書類】
和歌山県HPから確認

【提出先】
和歌山県へ直接申請

8月中旬 3月下旬

9
山梨県ものづくり人材就業
支援事業

大学卒：153.6万円
大学院卒：292.8万円
（いずれも最大）

○ ○ 理系 山梨県
●2025年4月就職(技術職)予定で理工系学部在籍の大学生等
●山梨県内の機械電子産業に就職する者

―

【応募書類】
山梨県HPから確認

【提出先】
山梨県へ直接申請

8月中旬 8月下旬

10
千葉県教育委員会
奨学金返還緊急支援事業

第一種奨学金貸与額
の全額

○ 千葉県

●令和6年度高校3年生から大学4年生
●千葉県の公立学校教員(高等学校を除く)になることを強く希
望する者
●日本学生支援機構の第一種奨学金を返還予定または返還中の
者

―

【応募書類】
千葉県HPから確認

【提出先】
千葉県へ直接申請

9月上旬 8月下旬

11
公益財団法人キーエンス財
団
貸与奨学金返還支援

JASSO第一種または第二
種貸与奨学金の返還総
額50％
(最大240万円)

○

●2025年3月に大学を最短修業年限にて卒業する見込がある者
●2024年4月1日時点で23歳以下である者
●JASSOの貸与奨学金(第一種・第二種を問いません)を受けてい
る者
●キーエンス財団の4年間給付型奨学金を受けたことがない者
●在籍大学が財団からの求めに応じ選考に必要な情報を提供す
ることに同意できる者
●勉学に励み価値ある大学生活を送っている者
※返還期限猶予の対象者は除く

―

【応募書類】
財団HPから確認

【提出先】
財団へ直接申請

9月下旬 11月中旬

【助成（奨学金の返還を支援するもの）】



令和6年度民間団体・地方公共団体等奨学金　募集一覧

学
部
生

院
生

専攻
指定

地域
指定

その他条件

応募書類
提出先

締切
応募書類
提出先

※下記一覧は、令和6年度中に大学に募集案内があったものを記載しています。これらは、毎年必ず募集があるものではありませんので、ご留意ください。なお、令和7年4月1日以降に、大学へ募集案内が届いたものについて
は、順次、学術情報センター横の掲示板及び学生生活課の掲示板、本学ホームページ内(学生生活→奨学援助・日本学生支援機構奨学金その他奨学金→現在募集中の地方公共団体又は民間奨学団体奨学金一覧)でお知らせしま
す。

№ 奨学団体等名 奨学金額（支給期間）

応募条件等（学業優秀の者が基本）
他奨学金との
併用の可否

12
令和6年度城陽市
若者定住奨励奨学金返還支
援金

上限額86,000円/年で最
大5年間分を支援

○ ○
京都府城
陽市

●現在大学又は大学院に在学し、令和6年度中に卒業する者
●令和7年10月1日から起算して5年以上定住する見込である者
●令和7年10月1日までに正規職員又は所定労働時間が週20時間
以上の非正規職員として就業等する見込である者（就業等には
自営業者も含みますが、正規職員である公務員は対象外で
す。）
●日本学生支援機構の第一種奨学金又は第二種奨学金の貸与を
受けており、将来返還予定である者

―

【応募書類】
城陽市HPから確認

【提出先】
城陽市HPから申込

10月上旬 1月下旬

13
大和郡山市
地域の絆応援助成金制度
（奨学金返還支援制度）

3年間　最大540,000円 ○ ○
奈良県大
和郡山市

●大和郡山市に住所を有し、5年以上定住する意思のある方
●助成金申請初年度の4月1日に満30歳未満の方
●大学等を卒業後に奨学金の返還を延滞なく行っている方
●世帯で市税等の滞納がない方
●他の制度で、奨学金を対象とした助成・補助を受けていない
方
●次のどちらかに該当する方
ア．大和郡山市に本社を有する中小企業に正規雇用された方
イ．一定の専門資格を有し、大和郡山市内の社会福祉事業所等
で正規雇用されている方

併用不可

【応募書類】
大和郡山市HPから確認

【提出先】
大和郡山市役所へ直接申請

10月上旬 3月下旬

14
中小企業人材確保のための
奨学金返還支援事業事務局

最大3年間で
①30万円(年額10万円)
②72万円(年額24万円)
③150万円(年額50万円)
①～③は登録企業によ
る

○ ○ 東京都

●次のいずれかに該当し、登録企業に正規雇用労働者の技術者
として就職を希望している者
・大学、大学院を令和7年3月31日までに卒業又は修了予定の者
・登録申込日時点で大学を卒業又は修了しており、満30歳未満
の者
・登録申込日時点で大学等を卒業又は修了後3年以内の者

併用不可

【応募書類】
本事業専用HPから確認

【提出先】
本事業専用HPから申込

10月中旬 3月中旬

15
やまなし人材定着奨学金返
還支援事業

日本学生支援機構奨学
金（第1種・第2種）の
在学期間中の借入額総
額の1/2（補助上限は最
大8年間・総額120万円
を支援）

○ ○ 山梨

●独立行政法人日本学生支援機構から奨学金の借り入れがあり
卒業後に返還予定の方
●大学,大学院を卒業し、令和７年4月以降に対象企業に正規雇
用で就職する意志のある35歳未満の方（国、地方公共団体、地
方独立行政法人、国立大学法人等への就職は対象外）
●10年間のうち、8年間以上山梨県内に勤務し、かつ定住するこ
とを目的として県内に住所を有する見込みであること（10年間
のうち、8年間で満額支給）

―

【応募書類】
本事業専用HPから確認

【提出先】
本事業専用HPから申込

12月下旬 3月上旬

16
愛媛県中核産業人材確保の
ための奨学金返還支援制度

年間返還額の2/3または
16.8万円のいずれか低
い額（補助上限は最長7
年間・総額117.6万円を
支援）

○ ○ 愛媛

●令和7年（2025年）3月に卒業又は修了予定の者
●日本学生支援機構第一種奨学金又は第二種奨学金の貸与を受
けている者
●現に正社員として就職していない者
（登録企業への内定が決まっている学生も応募可能）

―

【応募書類】
愛媛県HPから印刷

【提出先】
愛媛県HPから申込

1月中旬 2月下旬

　大学に募集案内があった奨学金について概要を掲載しています。詳しい内容を知りたい方は、募集要項をご確認ください。
　募集要項は、各団体のホームページ等に掲載されている他、学生生活課でも配付しています。


